
類
題
発
句
集
に
お
け
る
芭
蕉
の
受
容
日

　
　
　
　
　

芭
蕉
の
〈
通
り
句
〉
の
分
析
と
存
疑
句
の
派
生

東

聖
　
子
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序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ゲ

ー
テ
は
『
東
西
詩
集
』
に
お
い
て
、
こ
う
語
る
。

　
　
詩
人
の

こ
と
ば
は
天
国
の
門
に
た
だ
よ
い

　
　
不
滅
の
い
の
ち
を
求
め
な
が
ら

　
　
い
つ
も
軽
く
扉
を
叩
い
て
い
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く

詩
人
の

き
よ
ら
か
な
手
が
掬
え
ば

み

ず

は
水
晶
の
玉
に
な
る

（「
詩
人
の
書
」
）

類
題
発
句
集
に
お
け
る
芭
蕉
の
受
容
O

一二三四
序

芭
蕉
の
〈
通
り
句
〉

に

つ
い（
て．2．

其
角
「
芭
蕉
翁
終
焉
記
」
に
お
け
る
芭
蕉
句

《
百
人
一
句
》
類
に
お
け
る
〈
通
り
句
〉

四

つ
の

類
題
発
句
集

四

つ
の

類
題
発
句
集
に
お
け
る
芭
蕉
の
〈
通
り
句
〉

の

変
遷

　
右
の
論
文
で
は
紙
面
の
関
係
で
、
〈
通
り
句
〉
の
す
べ
て
の
本
文
を
あ
げ
て
分

析
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
類
題
発
句
集
に
は
異
形
や
誤
伝
な
ど
の
存
疑
句
が

か

な
り
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
考
究
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
は
、
そ
れ

ら
を
扱
っ
て
み
た
い
。

　
「
通
り
句
」
と
は
『
俳
文
学
大
辞
典
」
（
平
成
七
年
刊
、
角
川
書
店
）
に
よ
る

と
、
「
連
俳
用
語
。
ま
た
、
一
般
的
に
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
有
名
な
句
の
こ
と

を
称
す
」
（
深
沢
了
子
氏
の
解
説
）
と
あ
る
。
芭
蕉
の
発
句
約
一
〇
〇
〇
句
の
な

か

で
、
特
に
人
口
に
檜
灸
し
た
発
句
を
、
芭
蕉
没
後
の
類
題
発
句
集
（
近
世
中

後
期
に
続
出
し
た
〈
題
〉
に
よ
っ
て
掲
出
し
た
発
句
の
撰
集
の
こ
と
）
に
お
い

て
検
証
し
て
み
た
。

　
次
の
四
書
の
類
題
発
句
集
を
、
対
象
と
し
て
調
査
し
た
。

（11）

（「
歌
と
か
た
ち
」
）

　

こ
の
『
東
西
詩
集
」
は
、
大
部
分
は
一
八
一
四
か
一
八
一
五
年
に
作
ら
れ
た

と
い
う
。
そ
う
し
て
当
時
詩
聖
ゲ
ー
テ
の
詩
精
神
が
極
度
に
東
方
へ
傾
斜
し
て

い

た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
高
度
な
ひ
と
つ
の
詩
的
達
成
で
あ
っ
た
。

　
俳
譜
と
い
う
東
洋
に
お
け
る
日
本
の
短
詩
型
文
学
に
は
「
季
の
詞
」
と
い
う

特
別
の
〈
詩
の
詞
〉
が
あ
り
、
そ
の
詩
に
は
水
晶
の
ご
と
き
〈
珠
玉
の
詞
〉
が

ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
形
は
違
っ
て
も
、
ゲ
ー
テ
の
〈
詩
人
の
こ
と
ば
に
対

す
る
純
粋
な
錬
磨
の
姿
勢
〉
は
同
様
で
あ
ろ
う
。

　
前
論
文
で

は
次
の
事
柄
を
、
テ
ー
マ
と
し
て
考
察
を
し
た
。



37
　
　
ω
蝶
夢
編
『
類
題
発
句
集
」

2　
　
　
　
　
（
中
五
・
安
永
3
（
一
七
七
四
）
年
3
月
刊
）
京
都
橘
屋
治
兵
衛
ほ
か
三

　
　
　
　
　

軒
刊
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
五
部
か
ら
成
る
。

　
　

②
八
千
坊
屋
烏
編
『
俳
譜
十
家
類
題
集
』

　
　
　
　
　
（
半
五
・
寛
政
1
1
（
一
七
九
九
）
年
5
月
刊
）
大
坂
塩
屋
忠
兵
衛
ほ
か
二

　
　
　
　
　

軒
刊
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
五
部
か
ら
成
る
。

　
　

③
一
具
庵
編
『
俳
譜
故
人
続
五
百
題
」

　
　
　
　
　
（
中
二
・
文
政
1
2
（
一
八
二
九
）
年
1
月
序
）
江
戸
書
林
の
萬
及
堂
・
桂

　
　
　
　
　

林
堂
の

二
軒
刊
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
四
季
か
ら
成
る
。

　
　

ω
其
残
編

『俳
譜
早
合
点
」

　
　
　
　
　
（
小
横
一
・
慶
応
3
（
一
八
六
七
）
年
刊
、
序
は
明
治
元
年
書
）
信
濃
の

　
　
　
　
　

雪
散
屋
其
残
蔵
書
を
東
都
の
丁
字
屋
平
兵
衛
ほ
か
、
京
・
大
坂
の
八
軒

　
　
　
　
　

が
刊
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
四
季
か
ら
成
る
。

四

つ
の

類
題
発
句
集
に
お
け
る
〈
通
り
句
〉

　
　
　

1
四
書
全
部
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
は
、
前
述
論
文
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

　
く
次
の
4
句
で
あ
っ
た
。
（
以
下
、
太
字
は
季
の
詞
を
示
す
。
）

　

m道
の

べ
の

木
橦

は
馬
に
く
は
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
享
元
・
4
1
才
・
野
ざ
ら
し
紀
行
）

　
蹴
は
だ
か
に
は
ま
だ
衣
更
着
の
嵐
哉
　
　
　
（
元
禄
元
・
4
5
才
・
笈
の
小
文
）

　
岨
や

ど
り
せ
む
あ
か
ざ
の
杖
に
な
る
日
ま
で
　
（
　
〃
　
・
〃
　
・
笈
日
記
）

　
鵬
老
の

名
の
有
共
し
ら
で
四
十
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
禄
6
・
5
0
歳
・
元
禄
6
年
1
0
月
許
六
宛
書
簡
）

　
以
上
の

四
句
の
〈
通
り
句
〉
の
分
析
は
前
述
論
文
で
行
な
っ
た
の
で
省
略
す

る
が
、
蕉
風
俳
譜
の
真
髄
を
代
表
す
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
「
道
の

べ

の
」
の
『
野
ざ
ら
し
紀
行
」
吟
が
、
や
や
漢
詩
を
踏
ま
え
た
瓢
逸
味
の
あ
る

知

ら
れ
た
発
句
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
初
心
者
の
作
句
例
と
し
て
や
や
難
し
い

各
の
題
の
模
範
句
と
し
て
四
書
に
一
致
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

H
次
に
、
四
書
の
う
ち
三
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
芭
蕉
発
句
は
5
1
句
あ
っ

　
く
た
。
そ
の
5
1
句
は
次
の
発
句
で
あ
る
。
（
※
印
は
重
要
な
異
形
を
示
す
。
）

④③②①⑤⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑰⑯⑮⑭
62
夏
の

月
ご
ゆ
よ
り
出
て
赤
坂
や
　
　
　
　
（
延
宝
4
・
3
3
才
・
向
之
岡
）

皿
秋
風
や
藪
も
白
田
も
不
破
の
関
　
　
（
貞
享
元
・
4
1
才
・
野
ざ
ら
し
紀
行
）

㎜
馬
を
さ
へ
な
が
む
る
雪
の
朝
哉
（
　
〃
　
・
〃
　
・
野
ざ
ら
し
紀
行
）

盟
春
な
れ
や
名
も
な
き
山
の
朝
が
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
享
2
・
4
2
才
・
真
蹟
本
野
ざ
ら
し
紀
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
薄
霞

㎜
山
路
来
て
何
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
〃

劉
辛
崎
の
松
は
花
よ
り
朧
に
て
　
（
　
〃

珊
起

よ
く
我
友
に
せ
ん
ぬ
る
胡
蝶

蹴
花
の

雲
鐘

は
上
野
か
浅
草
欺

踊
原
中
や
物
に
も
つ
か
ず
鳴
雲
雀

珊
蓑
虫
の
音
を
聞
に
来
よ
艸
の
庵

況
星
崎
の
闇
を
見
よ
と
や
蹄
千
鳥

捌
鷹
一
つ
見
付
て
う
れ
し
い
ら
ご
崎

蹴
雲
雀
よ
り
空
に
や
す
ら
ふ
峠
か
な

　
　
　
　
※
上
に

（野
ざ
ら
し
紀
行
）

・
〃
　
　
・
野
ざ
ら
し
紀
行
）

・
〃
　
　
・
野
ざ
ら
し
紀
行
）

（貞
享
4
・
4
4
才
・
己
が
光
）

（（
（（（！！ 　
〃
　
・
〃
　
・
続
虚
栗
）

　
〃
　
・
〃
　
・
続
虚
栗
）

　
〃
　
・
〃
　
・
続
虚
栗
）

〃

　
・
〃
　
・
笈
の
小
文
）

　
　
　
〃

　
・
笈
の
小
文
）

部
花
ざ
か
り
山
は
日
ご
ろ
の
あ
さ
ぼ
ら
け
　
（
　
〃

珊
父
母
の
し
き
り
に
恋
し
堆
子
の
声

　
　
　
　
　
い
　

澗
一
つ
ぬ
ひ
で
後
に
負
ぬ
衣
が
へ

鵠
草
臥
て
宿
か
る
比
や
藤
の
花

（

頑籠
・
穿
・
笈
の
小
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
膿
野
）

　
　
　
　
　
・
〃
　
・
小
文
庫
）

　
　
　
　
　
・
〃
　
・
　
膿
野
）

　
　
　
　
　
〃
　
・
笈
の
小
文
）

　
　
　
　
　
　
・
〃
　
・
猿
蓑
）

　
（
　
〃

（　
〃
　
・

　
　
（
　
〃

（12）
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捌
か
た

つ
ぶ

り
角
ふ
り
わ
け
よ
須
磨
明
石

細
五
月
雨
に
か
く
れ
ぬ
も
の
や
瀬
田
の
橋

畑
何
事
の
見
た
て
に
も
似
ず
三
か
の
月

靱
草
い
ろ
く
お
の
く
花
の
手
柄
か
な

　
　
　
　
　

（季
の
詞
は
草
の
花
。
）

姐
御
命
講
や
油
の
や
う
な
酒
五
升

剛
元

日
は
田
毎
の
日
こ
そ
こ
ひ
し
け
れ

麗
象
潟
や
雨
に
西
施
が
ね
ぶ
の
花
　
　
（

価
木
の
も
と
に
汁
も
鰭
も
桜
か
な

脳
蛆
く
ふ
と
き
け
ば
お
そ
ろ
し
雄
の
声

響
髪
ぬ
く
枕
の
下
や
き
り
ぐ
す

㈱
住
つ
か
ぬ
旅
の
こ
x
ろ
や
置
火
燵

肥
大
津
絵
の
筆
の
は
じ
め
は
何
仏

聞
梅
若
菜
ま
り
こ
の
宿
の
と
ろ
＼
汁

胴
や
ま
ざ
と
は
ま
ん
ざ
い
遅
し
梅
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

眠
衰
や
歯
に
喰
あ
て
し
海
苔
の
砂

田
ほ
と
、
ぎ
す
大
竹
藪
を
も
る
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（

　（（（ノノ

　〃　！ノ　ノノ

・

〃
　
・
猿
蓑
）

・
〃
　
・
膿
野
）

・

〃
　
・
暖
野
）

〃
　
・
笈
日
記
）

　
（
　
〃
　
・
〃
　
・
小
文
庫
）

（元
禄
2
・
4
6
才
・
真
蹟
懐
紙
）

〃

　

・
〃
・
お
く
の
ほ
そ
道
）

　
（
元
禄
3
・
4
7
才
・
ひ
さ
ご
）

　
　
（
　
〃
　
・
〃
　
・
花
摘
）

　

（
〃

　
・

〃
　
・
泊
船
集
）

　
（
　
〃
　
・
〃
　
・
勧
進
牒
）

　
（
元
禄
4
・
4
8
才
・
勧
進
牒
）

〃〃〃

蹴
う
き
我
を
さ
び
し
が
ら
せ
よ
か
ん
こ
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
〃

朋
秋
海
巣
西
瓜
の
色
に
咲
に
け
り
　
　
　
（
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　

聞
と
も
か
く
も
な
ら
で
や
雪
の
か
れ
お
花
（
　
〃

悶
ほ

と
、
ぎ
す
暗
や
五
尺
の
菖
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　

研
破
風
口

に

日
影
や
よ
は
る
夕
涼
み
　
（
　
〃

※
唐
破
風
の
入
日
や
薄
き
夕
涼

聞
青
く
て
も
有
べ
き
物
を
唐
辛
子

m初
雪
や
か
け
か
＼
り
た
る
橋
の
上

（

〃●●

・

〃
　
・
猿
蓑
）

〃
　
・
真
蹟
懐
紙
）

〃
　
・
を
の
が
光
）

〃

・

嵯
峨
日
記
）

〃〃〃

・

嵯
峨
日
記
）

・
東
西
夜
話
）

・
雪
の
尾
花
）

（元
禄
5
・
4
9
才
・
葛
の
松
原
）

　
　
・

〃
　
・
三
日
月
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
流
川
集
）

　
（
　
〃
　
・
〃
　
・
　
深
川
）

　
（
〃
　
・
〃
・
其
便
）

⑭⑬⑫⑪㊨⑯⑮⑩⑲⑱⑪

臨
芹
焼
や
す
そ
わ
の
田
井
の
初
氷

測
春
雨
や
蜂
の
巣
つ
た
ふ
屋
ね
の
漏

幽
卯
の
花
や
く
ら
き
柳
の
及
び
腰

脚
目
に
か
＼
る
時
や
こ
と
さ
ら
五
月
富
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
〃
　
・
〃

棚
鶯
や
竹
の
子
藪
に
老
を
鳴
　
　
　
　
　
　
（
　
〃

㎜
ひ
やく
と
壁
を
ふ
ま
へ
て
昼
寝
哉
　
　
（
　
〃

斑
た

な
ば
た
や
穐
を
さ
だ
む
る
夜
の
は
じ
め
（
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
は
じ
め
の
夜

蹴
家
は
み
な
杖
に
し
ら
髪
の
墓
参
　
　
　
　
（
　
〃

翻
名
月
に
麓
の
霧
や
田
の
く
も
り
　
　
　
　
（
　
〃

鰯
松
風
や
軒
を
め
ぐ
つ
て
秋
暮
ぬ
　
　
　
　
（
　
〃

　
　
※
の
　
　
　
　
※
り

脚
鶯
や
柳
の
う
し
ろ
藪
の
ま
へ

（元
禄
6
・
5
0
才
・
其
便
）

（元
禄
7
・
5
1
才
・
炭
俵
）

（　
〃

　
　
・
　
〃
　
・
山
灰
俵
）

（年
次
不
詳
・ ・

芭
蕉
翁
行
状
記
）

・

〃
　
・
別
座
鋪
）

・

〃
　
・
笈
日
記
）

・
〃
　
・
笈
日
記
）

　
　
　
（
有
磯
海
）

・

〃
　
・
続
猿
蓑
）

・
〃
　
・
続
猿
蓑
）

・
〃
　
・
笈
日
記
）

　
　
（
誹
譜
曽
我
）

　
　
〃
・
続
猿
蓑
）

　
尚
、
芭
蕉
発
句
の
本
文
は
、
前
掲
論
文
と
同
じ
く
愛
媛
大
学
国
語
国
文
学
研

究
会
編
『
芭
蕉
発
句
・
総
索
引
」
（
昭
和
五
八
年
三
月
刊
、
和
泉
書
院
）
に
拠
っ

た
。
ま
た
、
異
形
・
出
典
な
ど
は
、
井
本
農
一
・
堀
　
信
夫
編
『
松
尾
芭
蕉
集

①
全
発
句
」
（
平
成
七
年
七
月
刊
、
小
学
館
）
を
参
照
し
た
。

二
　

5
1
句
の
三
類
題
発
句
集
に
共
通
な
句
の
分
析

　
先
述
の

四
書
に
共
通
の
発
句
よ
り
も
、
三
書
に
共
通
の
発
句
の
ほ
う
が
、
芭

蕉
発
句
の
〈
通
り
句
〉
と
し
て
納
得
で
き
る
も
の
が
、
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

年
代
的
に
は
、
延
宝
4
年
芭
蕉
3
3
才
の
「
夏
の
月
」
の
斬
新
で
機
知
に
富
ん
だ

句
が
初
期
の
も
の
と
し
て
一
句
あ
る
の
み
で
、
後
は
貞
享
元
年
4
1
才
の
『
野
ざ

ら
し
紀
行
』
か
ら
、
貞
享
・
元
禄
期
の
4
0
代
か
ら
5
1
才
の
最
晩
年
の
頃
の
作
品

（13）



235

が
多
い
。
特
に
元
禄
元
年
1
0
句
、
元
禄
4
年
8
句
、
元
禄
7
年
9
句
な
ど
、
『
お

く
の
ほ
そ
道
』
前
後
の
発
句
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
四
季
別
で
は
、

　
　
春
19
句
　
／
　
夏
1
2
句
　
／
　
秋
1
2
句
　
／
　
冬
8
句
　
　
　
（
計
5
1
句
）

と
な
っ
て
い
て
、
歳
旦
吟
や
新
年
の
句
を
含
む
せ
い
か
、
春
の
句
が
多
い
。

　
で

は
、
前
述
論
文
で
は
代
表
句
の
み
挙
げ
た
が
、
今
回
は
5
1
句
全
部
を
分
類

し
、
さ
ら
に
考
察
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（尚
、
　
は
名
所
を
示
し
、
ま
た
　
は
異
形
の
部
分
を
示
す
。
）

320315 231　192　62847　　673　　672　　397　　391　　373378200

　

旅
・
旅
情
・
名
所

●
名
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
題
発
句
集

夏
の

月
ご
ゆ
よ
り
い
で
て
赤
坂
や
　
　
　
　
（

秋
風
や

藪
も
畠
も
不
破
の
関
　
　
　
　
　
　
（

辛
崎
の
松
は
花
よ
り
朧
に
て
　
　
　
　
　
　
（

星
崎
の
闇
を
見
よ
と
や
蹄
千
鳥
　
　
　
　
　
（

鷹
一
つ
見
付
て
う
れ
し
い
ら
ご
崎
　
　
　
　
　
（

　
　
（
芳
野
）

花
ざ
か
り
山
は
日
ご
ろ
の
あ
さ
ぼ
ら
け
　
　
　
（

か
た
つ
ぶ
り
角
ふ
り
わ
け
よ
須
磨
明
石
　
　
　
（

五
月
雨
に
か
く
れ
ぬ
も
の
や
瀬
田
の
橋
　
　
　
（

大
津
絵
の
筆
の
は
じ
め
は
何
仏
　
　
　
　
　
（

梅
若
菜
ま
り
こ
の
宿
の
と
ろ
＼
汁
　
　
　
　
（

目
に
か
＼
る
時
や
こ
と
さ
ら
五
月
富
士
　
　
（

●
旅
・
旅
情
・
旅
愁

馬
を
さ
へ
な
が
む
る
雪
の
朝
哉
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
い
　

一
つ
ぬ

ひ

で
後
に
負
ぬ
衣
が
へ
　
　
　
　
　
（

○○○○○（1）

○○○○○（2）

　　AO　　O　　O　　O　　×　　（3）

　　）
×　　×　　×　　×　　○　 （4）

）　）　）　）　）

○○○○○○

○○○○△○
　　　　む
×○×○○○

○×○×××
）　）　）　）　）　）

○
　
○
　
×
　
○
　
）

○
　
×
　
○
　
○
　
）

珊
　
元
日
は
田
ご
と
の
日
こ
そ
こ
ひ
し
け
れ

㈱
　
住
つ
か
ぬ
旅
の
こ
＼
ろ
や
置
火
燵

　
　
　
叙
景
句
・
景
色

916　　906　　887　　841　　772　　757　　755　　691　　416　　364　　285　　222

春
な
れ
や
名
も
な
き
山
の
朝
が
す
み

原
中
や
物
に
も
つ
か
ず
鳴
雲
雀

雲
雀

よ
り
空
に
や
す
ら
ふ
峠
か
な

何
事
の
見
た
て
に
も
似
ず
三
か
の
月

ほ

と
、
ぎ
す
大
竹
藪
を
も
る
月
夜

ほ

と
、
ぎ
す
蹄
や
五
尺
の
菖
草

破
風
口
に
日
影
や
よ
は
る
夕
涼
み

初
雪
や
か
け
か
＼
り
た
る
橋
の
上

春
雨
や
蜂
の
巣
つ
た
ふ
屋
ね
の
漏

名
月
に
麓
の
霧
や
田
の
く
も
り

松
風
や

軒
を
め
ぐ
つ
て
秋
暮
ぬ

鶯
や
柳
の
う
し
ろ
藪
の
ま
へ

844　　703　　674　　615　　532　　424　　383　　229

（
　
△
に

△
に
×

　
△
に
）

（

○
　
○
　
×
　
○
　
）

（　（　（　（　（　（　（　（　（　（

○○○○○△○△○△
　　　　　原　上　も
○△○○○△○△○○
　　　　　原　上
○×○○○△×△××
　　　　　原　上△
×○××××○×あ△
　　　　　　　　けも）　）　）　）　）　）　）　）　）　）

（△
の

り
△
の
り
×
△
の
り
）

　
（
○
　
○
　
×
　
○
　
）

花
・
植
物
　
　
（
本
意
を
よ
く
生
か
し
た
花
の
句
）

山
路
来
て
何
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草

草
臥
て
宿
か
る
比
や
藤
の
花

草
い
ろ
く
お
の
く
花
の
手
柄
か
な

象
潟
や
雨
に
西
施
が
ね
ぶ
の
花

木
の
も
と
に
汁
も
鰭
も
桜
か
な

や
ま
ざ
と
は
ま
ん
ざ
い
遅
し
梅
花

秋
海
巣
西
瓜
の
色
に
咲
に
け
り

卯
の
花
や

く
ら
き
柳
の
及
び
腰

　

都
会
的
な
も
の
・
江
戸
意
識

蹴
　
花
の

雲
鐘

は
上
野
か
浅
草
歎

　　　　A（（（（△（（（
　　　　の
○○○△や○○○
　　　は△
○○○○の○○○
　　　　や
××××○×××

○○○○×○○○
）　）　）　）　）　）　 ）　）

（　
○
　
○
　
×
　
○
　
）

（14）
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隠
逸
・
閑
居
・
孤
高

（思
想
的
・
観
念
的
・
禅
的
思
考
・
荘

子
的
思
考
等
を
背
景
と
す
る
）

起

よ
く
我
友
に
せ
ん
ぬ
る
胡
蝶

蓑
虫
の
音
を
聞
に
来
よ
艸
の
庵

う
き
我
を
さ
び
し
が
ら
せ
よ
か
ん
こ
ど
り

青
く
て
も
有
べ
き
物
を
唐
辛
子

ひ
やく
と
壁
を
ふ
ま
へ
て
昼
寝
哉

（　（　（　（　（

○○○○○

○○○○○

○××××

×○○○○
）　）　）　）　）

　
　
　

家
族
へ
の
情
・
家
や
祖
先
へ
の
意
識

粥
　
父
母
の
し
き
り
に
恋
し
堆
子
の
声

肥
　
家
は
み
な
杖
に
し
ら
髪
の
墓
参

　
　
　

老
い
・

老
年

㎝

白
髪
ぬ
く
枕
の
下
や
き
り
ぐ
す
　
　
（
○
○

鰯
　
衰

や
歯
に
喰
あ
て
し
海
苔
の
砂
　
　
　
　
　
（
○
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　

阻
　
と
も
か
く
も
な
ら
で
や
雪
の
か
れ
お
花
　
　
　
（
○
　
○

棚
　
鶯
や
竹
の
子
藪
に
老
を
鳴
　
　
　
　
　
　
　
（
○
　
○

　
　
　

行
事
・
年
中
行
事

姐
　
御
命
講
や
油
の
や
う
な
酒
五
升
　
　
　
　
　
（

紐
　
た
な
ば
た
や
穐
を
さ
だ
む
る
夜
の
は
じ
あ
　
　
（

⑨
　
そ
の
他

（　
○
　
○
　
○
　
×
　
）

（　
○
　
○
　
×
　
○
　
）

××××

○○○○
） ） ））

△△○
は
’

△○
は

じ××
め

の△○
夜
　）　）

　
●
食
物

鵬
　
芹
焼
や
す
そ
わ
の
田
井
の
初
氷
　
　
　
　
　
（
○
　
○
　
○
　
×
　
）

　
●
其
角
の
「
維
」
の
句
に
応
じ
て

脳
　
蛸
く
ふ
と
き
け
ば
お
そ
ろ
し
雄
の
声
　
　
　
　
（
　
○
　
○
　
×
　
○
　
）

　
以
上
、
四
つ
の
類
題
発
句
集
の
う
ち
の
三
書
に
共
通
の
発
句
5
1
句
に
つ
い
て

考
察
し
て
み
る
。
再
び
、
分
類
と
句
数
の
み
を
出
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

　
①
旅
・
旅
情
・
名
所
〈
●
名
所
1
1
句
　
●
旅
・
旅
情
・
旅
愁
4
句
〉
計
1
5
句

　
②
叙
景
・
景
色
1
2
句

　
③
花
・
植
物
8
句

　
④
都
会
・
江
戸
意
識
1
句

　
⑤
隠
逸
・
閑
居
・
孤
高
（
思
想
を
背
景
と
し
て
）
5
句

　
⑥
家
族
・
祖
先
へ
の
情
2
句

　
⑦
老
い
・
老
年
4
句

　
⑧
行
事
・
年
中
行
事
2
句

　
⑨
そ
の
他
〈
●
食
物
1
句
　
●
他
句
に
応
じ
て
1
句
〉

　
句
数
だ
け
を
、
分
類
し
て
み
る
と
、
や
は
り
①
旅
・
旅
情
・
旅
愁
の
句
が
1
5

句
で
最
も
多
い
。
ま
た
、
叙
景
句
や
植
物
句
等
の
中
に
も
、
旅
に
も
分
類
で
き

る
句
も
あ
っ
て
芭
蕉
の
場
合
は
、
や
は
り
創
作
基
盤
が
紀
行
周
辺
に
あ
り
、
詩

作
の
秘
儀
が
旅
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
特
に
、
先
行
の
二
類
題

発
句
集
で
あ
る
蝶
夢
編
『
類
題
発
句
集
」
と
屋
烏
編
『
俳
譜
十
家
類
題
集
」
は

四
季
の
ほ
か
に
〈
雑
〉
の
部
が
あ
っ
て
、
「
覇
旅
・
名
所
」
ま
た
「
送
別
・
留
別
」

に
芭
蕉
の
発
句
が
多
く
、
両
書
共
に
〈
漂
泊
の
詩
人
〉
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

そ
の
他
〈
雑
〉
で
は
「
述
懐
・
懐
旧
・
哀
傷
・
贈
答
」
（
十
家
は
「
所
思
」
）
等

も
芭
蕉
の
発
句
が
多
く
、
観
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
四
季
の
部
の
み
の
後
行
の
二
つ
の
類
題
発
句
集
で
あ
る
一
具
庵
編

『
俳
譜
故
人
続
五
百
題
」
や
其
残
編
『
俳
譜
早
合
点
」
で
は
、
〈
題
〉
の
下
に
発

句
の
み
が
他
者
の
句
と
と
も
に
並
ぶ
の
で
、
創
作
基
盤
と
し
て
の
紀
行
は
あ
ま

り
強
調
さ
れ
な
い
。
状
況
・
時
・
場
・
人
間
関
係
等
の
外
的
要
因
は
排
斥
さ

れ
、
類
題
発
句
集
と
は
〈
詩
が
詩
と
し
て
純
粋
に
陳
列
さ
れ
る
機
構
〉
な
の
で

あ
る
。

　
●
名
所
の
句
は
、
そ
の
地
名
の
属
性
が
歴
史
的
・
民
俗
的
に
ま
た
文
学
的
に

（15）一



詔
　

イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
、
季
の
詞
と
地
名
（
歌
枕
や
俳
枕
）
と
い
う
濃
厚
な
こ
と
ば

2　
　

が
十
七
音
中
に
共
存
し
て
い
て
特
別
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
『
三
冊
子
」
に
お

　
　

い

て

「師
の
詞
に
も
『
名
所
の
み
雑
の
句
に
も
あ
り
た
し
。
季
を
取
り
合
は
せ
、

　
　

歌
枕
を
用
ゆ
る
、
十
七
文
字
に
は
い
さ
さ
か
志
述
べ
が
た
し
』
」
と
あ
り
、
頷
け

　
　

る
説
で
あ
る
が
、
実
際
の
芭
蕉
の
名
所
の
句
に
雑
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
　
　

●
旅
・
旅
情
・
旅
愁
の
句
は
、
定
住
せ
ず
に
漂
泊
者
と
し
て
あ
る
こ
と
の
、

　
　

正

と
負
の
両
面
を
採
っ
て
い
る
。
正
の
面
と
し
て
は
、
旅
に
お
け
る
新
鮮
・
斬

　
　

新
な
詩
情
の
発
見
と
す
が
す
が
し
い
解
放
感
、
だ
か
ら
こ
そ
、
「
田
ご
と
の
月
」

　
　

な
ら
ぬ
「
田
ご
と
の
日
」
を
眺
め
る
旅
へ
の
憧
憬
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

　
　

負
の
面
と
し
て
は
「
置
火
燵
」
の
ご
と
く
心
暖
ま
る
間
も
そ
こ
そ
こ
に
次
の
地

　
　
　
へ
と
移
動
し
て
ゆ
く
、
漂
泊
者
の
寂
し
さ
厳
し
さ
の
あ
る
句
を
も
採
っ
て
い

　
　
る
。

　
　

②
叙
景
句
・
景
色
の
句
も
多
く
採
ら
れ
て
い
る
が
、
旅
・
草
庵
・
迫
遙
等
で
の

　
　

即
興
吟
が
多
く
、

　
　
　

畑
　
何
事
の
見
た
て
に
も
似
ず
三
か
の
月

　
　

な
ど
は
、
A
を
B
に
な
ぞ
ら
え
て
創
作
す
る
い
う
「
見
立
て
」
に
た
よ
ら
ず
に
、

　
　

自
然
を
描
い
て
行
こ
う
と
い
う
意
志
表
明
で
あ
る
。

　
　

③
花
・
植
物
の
句
は
、
伝
統
的
な
花
や
近
世
的
な
新
し
い
花
が
、
さ
ま
ざ
ま
に

　
　

採
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

捌
　
草
い
ろ
く
お
の
く
花
の
手
柄
か
な
（
季
の
詞
は
草
の
花
）

　
　
　
　
こ
の
句
は
数
年
前
に
ア
メ
リ
カ
の
某
大
統
領
が
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
引
用
し
、

　
　

現
代
の
日
本
人
に
は
芭
蕉
句
と
し
て
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
か
っ
た
の
で
、
逆

　
　

に

驚
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
堀
信
夫
氏
は
「
知
足
安
分
の
老
荘
哲

　
　

学
や

柳
緑
花
紅
の
禅
機
を
開
示
」
し
、
「
日
本
人
よ
り
、
禅
に
親
し
む
欧
米
人
に

　
　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
」
と
注
解
さ
れ
る
。

　
　
　

さ
て
、
江
戸
庶
民
の
絵
画
で
あ
る
「
浮
世
絵
」
は
近
世
初
期
の
菱
川
師
信
の

頃
に
そ
の
名
称
が
生
ま
れ
、
遊
里
と
芝
居
町
と
い
う
二
大
悪
所
を
母
胎
と
し
て

開
化
し
た
。
し
か
し
、
1
9
世
紀
前
・
中
期
（
文
政
・
天
保
～
安
政
）
頃
、
そ
れ

ま
で
の
役
者
絵
や
美
人
画
の
み
で
は
な
く
、
〈
風
景
画
・
花
鳥
画
〉
の
新
し
い
境

地
が
確
立
し
て
い
っ
た
。

　
経
済
の
発
達
や
交
通
網
の
整
備
に
伴
い
、
近
世
初
期
か
ら
あ
っ
た
旅
へ
の
憧

れ

が
、
一
層
関
心
を
高
め
て
い
た
。
各
地
の
『
名
所
図
会
』
の
刊
行
や
、
『
東
海

道
中
膝
栗
毛
」
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
化
、
道
中
記
・
紀
行
文
の
刊
行
な
ど
の
な
か

で
、
葛
飾
北
斎
は
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
（
天
保
2
（
一
八
三
一
）
年
頃
刊
）
を
だ

し
、
ま
た
安
藤
広
重
は
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」
（
天
保
4
（
一
八
三
三
）
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

頃
刊
）
を
だ
し
た
。
神
谷
浩
氏
は
、
　
　
　
北
斎
の
花
鳥
画
は
、
従
来
の
日
本

の

花
鳥
画
は
「
平
穏
な
四
季
の
推
移
を
こ
と
ほ
ぎ
つ
つ
空
間
を
装
飾
す
る
か
、

季
節
感
を
表
出
し
つ
つ
季
節
の
変
化
に
感
じ
入
り
謳
い
あ
げ
る
」
の
が
常
で

あ
っ
た
が
、
北
斎
は
〈
「
純
粋
造
形
」
の
世
界
〉
と
い
え
る
　
　
　
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
「
芥
子
」
「
鷺
と
垂
桜
」
「
西
瓜
図
」
な
ど
に
は
、
泰
平
の
時
代
に
生
き

て
対
象
の
本
質
に
迫
る
生
命
感
が
あ
る
。
安
藤
（
歌
川
）
広
重
の
風
景
画
に
つ

い

て
神
谷
浩
氏
は
、
「
作
品
の
魅
力
は
雨
・
雪
・
夜
景
に
あ
る
」
「
季
節
の
、
時

間
の
、
天
候
の
移
り
変
わ
り
と
い
う
点
に
、
広
重
は
敏
感
で
あ
っ
た
」
と
い
わ

れ
、
さ
ら
に
そ
の
花
鳥
画
に
つ
い
て
は
「
広
重
の
花
鳥
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
詩

情
が
、
俳
譜
の
季
節
感
を
根
底
に
持
っ
て
い
る
こ
と
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
と
お
り
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
広
重
の
「
お
し
ど
り
」
「
冬
椿
に
雀
」
「
月

夜
、
木
賊
に
兎
」
な
ど
は
和
歌
・
発
句
も
書
か
れ
画
・
文
と
も
に
味
わ
う
趣
向

で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
近
世
中
後
期
の
北
斎
や
広
重
等
を
頂
点
と
す
る
泰
平

の

世
の
風
景
画
・
花
鳥
画
の
嗜
好
と
い
う
時
代
背
景
も
、
類
題
発
句
集
の
盛
行

と
そ
の
題
や
選
句
に
影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う

④
都
会
的
な
句
・
江
戸
意
識
の
句

　
　
　
　
　
（
4
）

　
西
山
松
之
助
氏
に
よ
れ
ば
、
「
江
戸
っ
子
」
と
い
う
言
葉
の
文
献
上
の
初
出
は

（16）
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明
和
8
（
一
七
七
一
）
年
で
あ
り
、
「
江
戸
っ
子
」
意
識
は
十
八
世
紀
後
半
に
成

立
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
芭
蕉
が
俳
譜
活
動
を
行
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
十
八
世
紀
半
ば
の
文
化
東
遷

（漸
）
よ
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
新
興
都
市
江
戸
の
文
化
的
魅
力
は
や
は

り
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
邪
　
花
の
雲
鐘
は
上
野
か
浅
草
欺

　

こ
の
発
句
に
ま
と
わ
り
つ
く
春
風
胎
蕩
た
る
お
お
ど
か
さ
は
、
戦
国
の
世
の

残
津
を
か
す
か
に
胸
底
に
お
き
つ
つ
も
、
新
時
代
の
活
況
と
泰
平
の
時
空
の
穏

や

か

な
安
堵
感
を
背
景
と
し
て
い
よ
う
。
都
会
的
な
江
戸
を
詠
む
こ
と
に
か
け

て

は
、
蕉
門
で
は
や
は
り
其
角
が
随
一
で
あ
る
。

　
　
　
鐘
ひ

と
つ
売
れ
ぬ
日
は
な
し
江
戸
の
春
　
（
五
元
集
拾
遺
）

　
　
　
越
後
屋
に
絹
さ
く
音
や
衣
更
　
　
　
　
　
（
五
元
集
）

　

こ
れ
ら
の
江
戸
を
詠
む
、
活
き
の
良
い
お
お
ど
か
さ
は
や
は
り
新
し
い
時
代

の

漠
然

と
し
た
町
自
体
の
空
気
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑤
隠
遁
・
閑
居
・
孤
高
な
ど
の
思
想
的
背
景
の
あ
る
句
は
、
ま
さ
に
芭
蕉
ら
し

い

風
雅
の
骨
格
を
も
っ
た
発
句
で
あ
る
。

　
珊
　
蓑
虫
の
音
を
聞
に
来
よ
艸
の
庵

　
肥
　
う
き
我
を
さ
び
し
が
ら
せ
よ
か
ん
こ
ど
り

　
棚
　
ひ
やく
と
壁
を
ふ
ま
へ
て
昼
寝
哉

　
「
蓑
虫
」
の
句
は
、
親
友
素
堂
と
の
応
答
が
あ
り
、
草
庵
で
「
聴
閑
」
こ
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

そ
、
荘
子
の
い
う
自
得
自
足
の
境
涯
で
あ
り
、
無
能
に
し
て
静
な
る
生
を
ま
っ

と
う
す
る
蓑
虫
に
共
感
し
て
い
る
。
「
無
用
の
用
」
の
哲
学
を
も
つ
『
荘
子
」
の

思
想
を
背
景
と
し
て
い
る
。
江
戸
画
壇
の
鬼
才
、
英
一
蝶
と
の
間
に
こ
の
句
を

め
ぐ
っ
て
雅
交
が
あ
る
。
「
う
き
我
」
の
句
は
西
行
の
和
歌
を
ふ
ま
え
て
、
長
繍

子
や

素
堂

な
ど
を
思
い
つ
つ
独
居
感
を
披
渥
し
て
い
る
。
「
ひ
や
く
と
」
の
句

は
、
観
念
や
思
想
を
超
越
し
て
、
瓢
々
と
あ
る
人
間
を
描
写
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
発
句
を
、
近
世
後
期
の
人
々
は
ど
う
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑥
家
族
・
家
・
祖
先
等
を
意
識
し
た
句
は
、
芭
蕉
が
故
郷
喪
失
者
で
は
な
い
こ

と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
両
親
を
詠
ん
だ
句
も
、
親
族
と
の
墓
参
り
を
詠
ん
だ

句
も
、
と
て
も
素
直
な
人
間
感
情
の
ま
っ
す
ぐ
な
思
い
を
吐
露
し
て
い
る
。
儒

教
的
な
近
世
社
会
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
い
か
な
る
時
代
や
社
会
に
も
普

遍
的
な
親
と
子
、
祖
先
と
子
孫
の
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
あ
る
。

⑦
老
い
・
老
年
の
句
は
、
意
外
に
多
く
採
ら
れ
て
い
る
。
近
世
の
泰
平
の
世
は
、

中
世
戦
乱
の
世
と
は
ち
が
っ
て
、
〈
い
か
に
死
ぬ
か
〉
よ
り
〈
い
か
に
生
き
る

か
〉
を
考
え
得
る
時
代
で
あ
っ
た
。
多
く
の
『
医
学
書
』
や
『
養
生
訓
」
的
な

書
物
が
刊
行
さ
れ
、
人
生
五
十
年
の
世
で
あ
っ
て
も
「
老
い
」
へ
の
共
感
は
読

者
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

⑧
行
事
・
年
中
行
事
の
句
は
、
あ
ま
り
採
ら
れ
て
は
い
な
い
。
「
た
な
ば
た
や
」

の

句
は
、
異
形
が
あ
る
が
、
季
節
の
推
移
の
定
位
置
を
発
見
し
て
い
て
、
お
も

し
ろ
い
。
芭
蕉
の
時
間
感
覚
は
磨
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
、
省
略
す
る
。

　
三
書
に
共
通
の
5
1
句
の
芭
蕉
発
句
の
分
析
の
最
後
に
、
ω
②
③
④
の
四
つ
の

類
題
発
句
集
の
う
ち
、
〈
×
〉
の
つ
い
た
箇
所
を
み
て
み
る
。

ω

　
0
　
　
　
②
　
－
　
　
　
⑧
　
3
2
　
　
　
ω
　
1
8
　
（
×
の
数
）

②
の

一
句
と
は
次
の
発
句
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
い
　

細
　
一
つ
ぬ
ひ
で
後
に
負
ひ
ぬ
衣
が
へ

　

こ
の
句
の
み
②
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、
あ
と
の
5
0
句
は
す
べ
て
ω
②
の

撰
集
に
共
通
で
あ
る
。
③
は
5
1
句
中
約
3
／
5
も
異
な
っ
て
お
り
、
ω
は
約
1

／
3
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
四

つ
の

類
題
発
句
集
に
お
け
る
芭
蕉
発
句
の
掲
載
は
（
存
疑
も
含
む
）
次
の

通
り
で
あ
る
。

ω

『
類
題
発
句
集
」
　
芭
蕉
発
句
・
約
捌
句
／
約
5
0
0
0
句
（
総
句
数
）

②

『
俳
譜
十
家
類
題

集
」
　
〃
　
・
約
蜘
句
／
約
4
5
0
0
句

（17）



捌

③

『
俳
譜
故
人
続
五
百

題
』
〃
　
・
約
伽
句
／
約
3
3
5
5
句

ω

『
俳
譜
早
合

点
』
　
　
　
〃
　
・
約
8
5
句
／
約
2
1
5
0
句

　
ω
と
②
は
、
四
季
と
雑
と
い
う
形
式
も
類
似
し
て
い
る
が
、
全
体
的
に
は
そ

れ
ほ

ど
同
じ
句
を
掲
載
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
②
の
芭
蕉
発
句
蜘
句
と
い

う
数
の
多
さ
が
、
三
書
共
通
句
を
ほ
ぼ
同
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
③
は

明
ら
か
に
文
政
1
2
年
と
い
う
時
代
か
ら
、
叙
景
句
を
中
心
に
燗
熟
し
た
お
お
ら

か

で
瓢
逸
味
の
あ
る
句
を
多
く
掲
載
し
て
い
る
。
ω
も
幕
末
の
転
換
期
に
あ
た

り
、
新
鮮
な
叙
景
句
を
中
心
に
、
名
吟
は
い
く
つ
か
採
っ
て
い
る
が
、
観
念
的

な
句
は
あ
ま
り
掲
載
し
て
い
な
い
。
次
の
句
が
③
ω
の
み
に
あ
る
の
は
象
徴
的

で
あ
る
。

　
㎜
葱
白
く
洗
ひ
た
て
た
る
さ
む
さ
哉
（
ω
は
「
上
げ
た
る
」
。
）

　
ち
な
み
に
、
「
捌
古
池
や
」
の
句
は
③
の
み
、
鵬
「
夏
草
や
」
の
句
は
ω
②
の

み
、
皿
「
旅
に
病
で
」
の
病
中
吟
は
ω
の
み
で
あ
る
。
類
題
発
句
集
の
編
者
の

意
図
が
お
の
ず
と
知
ら
れ
よ
う
。

三
　
四
つ
の
類
題
発
句
集
に
お
け
る
存
疑
句
等
の
派
生

　
和
歌
に
お
い
て
は
、
勅
撰
和
歌
集
は
編
者
が
精
緻
な
教
養
と
感
性
で
、
撰
し

ま
た
編
集
し
て
い
る
。
そ
の
表
記
・
作
者
な
ど
に
は
杜
撰
は
少
な
い
で
あ
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
、
近
世
後
期
に
続
出
し
た
類
題
発
句
集
を
精
査
し
て
ゆ
く
と
、

そ
の
な
か
に
存
疑
句
・
不
明
句
・
誤
伝
（
明
ら
か
に
他
の
俳
人
の
作
）
な
ど
が

で
て

き
て
、
国
家
的
編
纂
と
結
社
や
個
人
の
編
集
と
の
相
違
に
愕
然
と
す
る
。

が
、
し
か
し
近
世
享
楽
・
泰
平
の
世
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
生
期
に
お
い
て

は
、
〈
少
々
の
プ
レ
の
な
か
で
あ
っ
て
も
、
庶
民
が
俳
譜
を
身
近
に
享
受
す
る
〉

こ
と
の
ほ
う
が
、
先
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
四

つ
の

類
題
発
句
集
に
お
け
る
存
疑
・
誤
伝
な
ど
の
発
句
の
混
入
を
み
て
み

た
い
。

　
ω
蝶
夢
編

『
類
題
発
句
集
」
　
　
　
　
存
疑

　
②
屋
烏
編

『
俳
譜
十
家
類
題
集
』
　
　
存
疑
　
約
慨
句
／

　
③
一
具
庵
編
『
俳
譜
故
人
続
五
百
題
」
存
疑
　
約
1
0
句
／

ω
其
残
編

『
俳
譜
早
合
点
」
　
　
　
　
　
存
疑
　
約
1
0
句
／

　
こ
こ
で
は
、
ω
蝶
夢
と
②
屋
烏
の
場
合
を
み
て
お
こ
う
。

　
尚
、
存
疑
句
や
誤
伝
に
つ
い
て
は
、

約

6
句
／
芭
蕉
発
句
約
捌
句

！！〃〃

約

蜘
句

約
珊
句

約
85
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
古
典
俳
文
学
体
系
5
・
芭
蕉
集
」
（
昭

和
四
五
年
七
月
刊
゜
集
英
社
）
と
近
刊
の
尾
形
仇
編
『
新
編
゜
芭
蕉
大
磁
』
（
平

成
十
一
年
二
月
刊
・
三
省
堂
）
で
確
認
し
て
ゆ
く
。
特
に
後
者
を
参
照
し
た
。

ω

『類
題
発
句
集
』

　

（◎
は
『
新
編
・
芭
蕉
大
成
」
に
よ
る
と
、
真
作
の
可
能
性
の
あ
る
発
句
。
）

春

落
ざ
ま
に
水
こ
ほ
し
け
り
花
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
（
誤
伝
の
部
『
芭
蕉
句
選
」
／
一
艇
・
『
小
弓
俳
譜
集
」
）

夏
　
昼
見
れ
ば
首
筋
赤
き
蛍
か
な
　
　
　
　
　
　
（
存
疑
の
部
『
芭
蕉
句
選
」
）

秋
◎
稲
妻
や
海
の
面
を
ひ
ら
め
か
す

　

（存
疑
の
部
『
蕉
翁
句
集
草
稿
』
・
『
蕉
翁
句
集
』
・
『
芭
蕉
翁
発
句
集
」
）

　
　
盆
過
ぎ
て
宵
闇
く
ら
し
虫
の
声
　
　
（
誤
伝
の
部
『
芭
蕉
庵
小
文
庫
」
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尼

　
　
『
泊
船
集
』
・
『
蕉
翁
句
集
」
／
　
松
山
『
誹
譜
草
庵
集
』
）

冬
　
刈
跡
や
物
に
ま
き
れ
ぬ
蕎
麦
の
茎
　
（
存
疑
の
部
『
芭
蕉
句
選
拾
遺
』
）

　
　
ふ
く
と
う
や
鯛
も
有
の
に
無
分
別
（
初
五
「
ふ
く
汁
や
」
で
、
誤
伝
の

　
部
『
芭
蕉
句
選
拾
遺
」
・
『
俳
譜
古
選
」
）

②

『
俳
譜
十
家
類
題
集
」

春
　
一
僕
と
ぼ
く
く
あ
り
く
花
見
哉
（
誤
伝
の
部
『
俳
譜
十
家
類
題
集
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
季
吟
『
山
の
井
」
）

夏
　
飯
櫃
に
か
け
も
た
ら
ぬ
か
蝿
の
声
（
誤
伝
の
部
『
俳
譜
十
家
類
題
集
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
其
角
『
五
元
集
拾
遺
』
）

　
　
下
闇
や
地
中
な
が
ら
の
蝉
の
声
　
（
誤
伝
の
部
『
俳
譜
十
家
類
題
集
』

（18）
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秋冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
嵐
雪
『
俳
譜
勧
進
帳
」
『
猿
蓑
」
『
玄
峯
集
』
）

山
し
な
の
五
荷
三
束
や
菊
の
花
　
（
誤
伝
の
部
『
俳
譜
十
家
類
題
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
許
六

『篇
突
』
・
『
宇
陀
法
師
』
）

そ
の
か
ミ
は
谷
地
な
り
け
ら
し
小
夜
椹
（
誤
伝
の
部
『
泊
船
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
許
六
書
入
れ
・
『
芭
蕉
句
選
』
／
公
羽
『
続
猿
蓑
」
）

御
玄
家
も
過
て
銀
杏
の
落
葉
か
な
（
誤
伝
の
部
『
俳
譜
十
家
類
題
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
李
由
『
韻
塞
」
）

雑
　
紀
行

　
　
関
こ
へ
て
麦
も
藤
し
ろ
み
さ
か
哉
（
誤
伝
の
部
『
俳
譜
十
家
類
題
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
宗
舐
法
師
『
あ
ら
野
」
）

…
…
…
…
以
上
は
、
他
作
者
の
句
。

冬

か

け
ご
ひ
に
恋
の
こ
こ
ろ
を
持
せ
ぼ
や
（
誤
伝
の
部
『
俳
譜
十
家
類
題

　
集
」
↓
『
深
川
」
所
収
の
「
青
く
て
も
」
歌
仙
中
の
芭
蕉
の
付
句
。

…
…
…
…
以
上
は
、
連
句
の
付
句
を
発
句
と
誤
っ
た
句
。

春
　
春
の
夜
を
う
ち
く
づ
し
た
る
噺
哉

夏
夏
の
夜
を
打
崩
し
た
る
噺
か
な

（秋
　
あ
き
の
夜
を
打
崩
し
た
る
咄
か
な
↓
定
稿
）

…
…
…
…
同
じ
句
が
三
季
に
出
て
い
る
。
（
尚
、
他
は
省
略
す
る
。
）

　
以
上
の

二
書
『
類
題
発
句
集
」
と
『
俳
譜
十
家
類
題
集
」
に
お
け
る
存
疑
句
・

誤
伝
句
の
掲
載
を
、
前
書
は
全
六
箇
所
、
後
書
は
全
体
の
一
部
だ
が
み
て
ゆ
く

と
、
『
俳
譜
十
家
類
題
集
」
が
あ
ま
り
に
杜
撰
で
あ
っ
て
、
辟
易
す
る
。
十
家
の

代
表
句
で
五
千
句
掲
載
の
形
式
は
良
い
企
画
だ
が
、
多
作
家
と
寡
作
家
の
相
違

や
、
〈
題
〉
下
に
句
が
必
ず
し
も
な
い
場
合
な
ど
、
短
期
間
の
無
理
な
企
画
で

あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
季
を
間
違
え
て
掲
載
し
た
り
、
他
俳
人
の
有
名
な
俳
書

に

の

る
名
吟
を
芭
蕉
句
と
し
た
り
、
不
誠
実
な
編
集
で
あ
る
。
編
者
の
屋
烏
は

淡
々
を
祖
と
す
る
八
千
房
三
世
の
石
井
屋
烏
で
あ
り
、

　
　
い

で

や
、
十
家
の
風
詞
を
集
む
る
に
時
の
同
じ
か
ら
ざ
る
有
…
…
…
…
…

　
　
大
や

う
か
し
ら
に
墨
し
て
さ
＼
蟹
の
い
と
口
を
わ
か
つ
に
、
幽
玄
の
感

　
　
慨
、
し
ほ
り
、
お
か
し
ミ
、
洒
落
、
お
の
が
さ
ま
ぐ
好
む
と
こ
ろ
に
随

　
　

ひ
、
新
古
に
心
を
染
、
温
古
を
さ
ぐ
り
、
し
か
も
新
し
き
に
基
の
便
り
と

　
　

も
せ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寛
政
十
一
年
・
浪
華
・
八
千
坊
序
）

　

こ
の
自
序
の
最
後
に
も
「
這
ひ
の
ぼ
る
道
の
階
に
も
と
」
と
あ
り
、
新
古
の

十
家
の
多
様
な
風
雅
の
心
を
楽
し
み
つ
つ
、
さ
ら
に
新
し
い
俳
譜
を
創
作
す
る

糧
と
せ
よ
と
、
初
心
者
に
述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
『
類
題
発
句
集
」
は
さ
す
が
生
涯
を
芭
蕉
顕
彰
に
生
き
た
蝶

夢
の
編
だ
け
あ
っ
て
、
数
句
の
存
疑
句
な
ど
は
当
時
に
あ
っ
て
は
い
た
し
か
た

な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
『
俳
譜
故
人
続
五
百
題
」
『
俳
譜
早
合
点
」
の
二
書
は
、

簡
便
な
も
の
で
あ
る
が
存
疑
句
・
誤
伝
句
は
1
0
句
ほ
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表

記

な
ど
は
、
各
書
と
も
に
相
違
が
あ
り
、
近
世
当
時
の
表
記
に
関
す
る
認
識
の

薄
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
よ
う
。

結

び

通
俗
で

は
森
羅
万
象
色
々
な
も
の
が
掃
蕩
し
て
も
掃
蕩
し
き
れ
ぬ
ほ
ど
雑

然
と
し
て
宇
宙
に
充
籾
し
て
い
る
。

　
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
略
…
…
…
…
：
…
…
・

　
た
だ
自
分
に
真
な
も
の
す
な
わ
ち
人
に
真
な
も
の
に
な
っ
て
、
始
め
て
世

間
に
通
用
す
る
真
が
成
立
す
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
切
実
な
経
験
を
誰
が
見

　
て
も
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
真
に
も
り
立
て
よ
う
と
す
る
に
は
、
こ
れ
を
客

観
的
に
安
置
す
る
必
要
が
起
っ
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（夏
目
漱
石
『
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
）

こ
の
地
上
に
あ
る
森
羅
万
象
を
、
ゲ
ー
テ
は
詩
人
が
そ
の
手
で
掬
え
ば
「
水

（19）一



四
　
　
晶
の
玉
」
に
な
る
と
言
っ
た
。
し
か
し
、
た
っ
た
十
七
音
し
か
な
い
近
世
の
俳

2　
　
　
譜
の
発
句
が
、
作
者
の
遙
か
没
後
に
世
に
残
る
こ
と
は
、
至
難
の
わ
ざ
で
あ
る
。

　
　
　
表
記

や
、
句
形
や
、
あ
る
と
き
に
は
作
者
名
ま
で
誤
認
さ
れ
て
も
、
芸
術
的
価

　
　
　
値

あ
る
い
は
真
の
あ
る
も
の
は
時
間
の
流
れ
の
な
か
で
幾
世
の
人
々
の
心
に

　
　
　
残
っ
て
行
く
。
芭
蕉
は
、
永
遠
性
と
い
う
時
間
意
識
の
な
か
で
文
学
活
動
を
し

　
　
　
た
詩
人
だ
と
思
う
が
、
撰
集
・
紀
行
・
日
記
・
俳
文
・
画
賛
・
揮
毫
の
色
紙
類

　
　
　
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
装
置
・
仕
掛
け
か
ら
そ
の
詩
〈
俳
譜
〉
を

　
　
　
表
現
し
た
。
そ
の
発
句
は
、
芭
蕉
生
前
の
最
終
の
定
稿
あ
る
い
は
そ
れ
を
出
版

　
　
　
し
た
本
文
で
読
む
こ
と
が
、
最
善
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
芭
蕉
没
後
三
百
年
を
へ

　
　
　

て
、
読
ま
れ
続
け
る
た
め
に
は
、
近
世
中
後
期
の
類
題
発
句
集
と
い
う
多
少
の

　
　
　
プ
レ
は
あ
っ
て
も
〈
客
観
的
に
他
者
の
句
と
と
も
に
安
置
す
る
〉
装
置
が
あ
る

　
　
　
時
期
に
は
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
近
代
の
歳
時
記
へ
と
変
貌

　
　
　
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　　一

1註23

ゲ

ー
テ
「
東
西
詩
集
」
（
『
世
界
文
学
全
集
1
5
・
ゲ
ー
テ
」
所
収
。
井
上
正
蔵
氏
訳
、

解
説
。
一
九
七
九
年
九
月
刊
、
集
英
社
）

拙
論
「
類
題
発
句
集
に
お
け
る
芭
蕉
の
受
容
　
　
芭
蕉
の
〈
通
り
句
〉
に
つ
い
て

　
　
」
（
『
國
文
9
1
号
・
関
根
慶
子
先
生
・
井
本
農
一
先
生
追
悼
特
集
』
所
収
。
お

茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
編
、
一
九
九
九
年
八
月
刊
）

堀
　
信
夫
氏
解
説

『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
7
0
・
松
尾
芭
蕉
集
①
・
全
発
句
』

4567

（井
本
農
一
・
堀
　
信
夫
両
氏
注
解
だ
が
、
堀
氏
解
説
の
部
分
で
あ
る
。
一
九
九
五

年
七
月
刊
、
小
学
館
）

尚
、
後
出
す
る
本
書
「
存
疑
の
部
」
の
執
筆
も
、
堀
　
信
夫
氏
で
あ
る
。

小
林
　
忠
監
修
『
浮
世
絵
の
歴
史
』
（
一
九
九
八
年
五
月
刊
、
美
術
出
版
社
）
の
W

「浮
世
絵
の
欄
熟
H
（
風
景
画
・
花
鳥
画
の
新
境
地
）
」
文
政
・
天
保
～
安
政
〈
1
9

世
紀
前
・
中
期
／
北
斎
・
広
重
他
〉
の
部
分
の
執
筆
は
、
神
谷
裕
氏
。

西
山
松
之
助
著
『
江
戸
っ
子
』
（
一
九
八
〇
年
八
月
刊
、
吉
川
弘
文
館
）
に
お
い
て
、

西
山
氏
は
「
江
戸
っ
子
」
の
文
献
上
の
初
見
は
「
江
戸
っ
子
の
わ
ら
ん
じ
を
は
く

ら
ん
が
し
さ
」
（
明
和
8
（
一
七
七
一
）
年
）
で
あ
り
、
「
江
戸
っ
子
」
意
識
は
十

八
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
さ
れ
た
。

安

田
吉
人
氏
に
「
俳
譜
に
お
け
る
江
戸
」
（
『
論
集
近
世
文
学
4
』
一
九
九
二
年
九

月
刊
、
勉
誠
社
）
が
元
禄
前
後
の
江
戸
俳
壇
を
対
象
と
し
て
あ
り
、
ま
た
吉
田
多

賀
氏
「
近
世
俳
譜
に
お
け
る
『
江
戸
』
」
（
『
十
文
字
国
文
・
創
刊
号
』
（
一
九
九
五

年
七
月
刊
）
が
卒
業
論
文
で
は
あ
る
が
近
世
全
般
の
俳
譜
と
江
戸
意
識
を
考
察
し

て
い
る
。

尾
形
　
仇
編
『
新
編
・
芭
蕉
大
成
』
（
一
九
九
九
年
二
月
刊
、
三
省
堂
）
の
「
発
句

編
」
は
、
旧
版
（
一
九
六
二
年
一
一
月
刊
『
定
本
・
芭
蕉
大
成
）
は
〈
加
藤
・
尾

形
・
矢
島
各
氏
〉
の
執
筆
で
あ
っ
た
が
、
新
編
は
嶋
中
道
則
・
本
間
正
幸
・
安
田

吉
人
各
氏
の
執
筆
で
あ
る
。
「
誤
伝
の
部
」
は
、
コ
、
偽
書
簡
に
の
み
所
出
す
る

句
は
、
偽
作
と
断
じ
て
省
い
た
。
」
と
あ
る
。

夏
目
漱
石
著
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
（
漱
石
の
講
演
は
、
明
治
四
〇
年
二
月
東
京

青
年
会
館
に
お
け
る
も
の
。
／
解
説
・
瀬
沼
茂
樹
氏
、
一
九
七
八
年
八
月
刊
、
講

談
社
学
術
文
庫
澗
）

一
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